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時空を超えた旅や空想上の旅なども含みつつで
ある｡その旅をしている最中に一番気を付けた
ことは､現在と現実を忘れないことであった｡
この現在の気持ちや立場､現実の環境や状況が
あってこそ､旅の感動や発見があるのだと思う
からである｡そのことからも､経営学を社会科
学全体のなかから観察することの重要さを訴え
たいのである｡
さて､脚光を浴び続けている株式会社を､実
は誰も目で見たことがない｡つまり､現在に存
在していて､現実に動いているように感じたり
見えたりするものでも､実体は無体なのである｡
無体とは空想と同じことである｡ならば､私た
ちに適合した都合の良い会社制度を､さらに自
由な発想で空想してもよいということなのであ
ろう｡過去の空想に縛られた現在の夢ほど､ば
かばかしいものはない｡自由な思いつきと空想
こそが､経営や経済の分野で､忘れ去られたの
だが､最も重要な鍵概念なのである｡
このような経緯から､本稿で述べた強い問題
意識を体現する､私自身三冊目の著書である
『企業経営原論』(税務経理協会 ･2009年)を出
版する｡この著書が､今後の経営学発展の礎の
一端を担えられればと､切に願 うものである｡
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